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第六章では、各章の結果を総括しながら清末日本語教育の特徴について考察する。（１）清末の日
本語教育は日本の歴史や文化、習俗などの知識に関する教授に至らず、発音、語彙、文型などの言
語知識の習得が中心であったこと、（２）中国語の反切法などの言語知識を借りて日本語を教えてい
たこと、（３）学習者側の要求と教育者側の意図が必ずしも一致していなかったことを指摘する。 
 第七章では本論文における成果を整理し、今後の研究課題と展望について述べる。 
 教科書と学習書という限られた資料による分析と考察ではあるが、清朝末の日本語教育の内実を
解明した点は高く評価できる。本論文の成果は日本語教育の黎明期の姿を描き出したことにとどま
らず、現代の日本語教育と比較することにより、清朝末の教育方法には優れた先進性が見られるこ
とを実証する研究に発展する可能性も有している。 
 
以上、審査の結果、本論文の著者は博士（文学）の学位を受ける十分な資格があるものと認める。 
 
